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各位 

岐阜保育研究会第 17 回大会実行委員長 

（岐阜聖徳学園大学短期大学部 幼児教育学科） 

阪田 順子 
 

「岐阜保育研究会第 17 回大会」のご案内 

 

 

 

時下、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 日頃より、本学の教育ならびに岐阜保育研究会活動におきまして、多大なるご理解とご協力を賜ってお

りますこと心より感謝申し上げます。 

 本年も岐阜保育研究会第 17 回大会を開催する運びとなりましたので、下記の通りご案内させていただ

きます。今大会も保育・幼児教育関係者ならびに保護者の皆様と、子どもの発達や保育について考える機

会を持ち、地域の子どもたちの健やかな育ちの一助となるよう努めてまいりたいと思います。 

 講演といたしまして、子育てママの強い味方・山崎洋実先生（コーチング講師）から、「戦わないコミ

ュニケ―ション～怒りの感情とうまくつき合おう～」をテーマにご講話いただきます。他にも本学教員が

テーマを設定し、保育・幼児教育に携わる先生方と共に考える「保育者のための実践講座」、その他「研

究発表」等も予定しております。加えて、親子でご参加いただける企画を本学学生が準備いたしておりま

す。 

 皆さまお誘い合わせの上、ご参加いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

 
 

日時 2016 年 11 月 19 日（土）10:00～15:30 

会場 岐阜聖徳学園大学岐阜キャンパス（岐阜市中鶉 1-38） 

 
 

（１）大会プログラム一覧 

 

 

  

10:00-11:00 

保育者のための実践講座（3講座） 

13:00-14:30 

講演「戦わないコミュニケーション 

   ～怒りの感情とうまくつき合おう～」 

（コーチング講師 山崎 洋実 氏） 

保育者／一般向け 親子向け 

11:30-12:30 

研究発表 

10:00-12:00 

親子で楽しく 

クッキング 

13:00-15:30 

あそびひろば 

（午後の部） 

10:30-12:00 

あそびひろば 

（午前の部） 

クッキング 

9:45- 受付開始 

※講座 7 は 11：30 



（２）保育者／一般向けプログラム 

●講演（13:00-14:30）「戦わないコミュニケーション ～怒りの感情とうまくつき合おう～」 

講師： 山崎 洋実 氏（コーチング講師） 

  人間関係の悩みが大半を占めるといわれています。 

誰かとうまくいかないことで自分のエネルギーを疲労疲弊させるのは勿体ない。 

 コミュニケーションがうまくいくと、人生が変わる。 

自分の無意識にやっているパターンに気づくことが出来るか。 

 講座を通して、自分の持っているパターンを知り、自分とうまくつき合う（感情との付き合い） 

他者とうまくつき合う（感情に巻き込まれない） 

そんなコツをお伝えします。 

                            山崎洋実先生からのコメントより 
 

●保育者のための実践講座（10:00-11:00 ※講座 7 のみ 11:30 まで） 

本学の教員が年間を通して実施している実践講座のうち、3 講座を大会日に開講いたします。 

 （表題と概要） （担当者） 

講座5 初心者のためのオルガニート講座 

 オルガニートはオルゴールの原型です。専用のマークシートのような作曲カ

ードにパンチを入れて音を拾っていきます。自分の好きな曲を音にできるので

楽しいです。気楽に参加しておとの世界を広げてください。 
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講座6 歌の常識？非常識？ 保育者と子どもたちの歌声を考える 

「息を大きく吸って歌いましょう」「大きな口で歌いましょう」「お腹から声

を出しましょう」いずれも保育現場や学校でよく聞かれる言葉です。しかし、

これらの文言は果たして適切なのでしょうか。本講座では、そんな歌の常識を

一緒に歌いながら確かめ、美しく響く歌い方について考えていきます。より充

実した保育現場での歌唱のために、保育者自身と子どもたちの歌声について一

緒に考えましょう。 

 

長川 慶 

講座7 児童自立支援計画書の作成について（アセスメントの重要性） 

社会的養護において、アセスメントの問題は、児童養護施設及び乳児院にお

いてもそれぞれで冊子が出たりしながら、大きな課題になっている状況にあり

ます。そこで、児童自立支援計画を作成するにあたってもっと基本的な部分を

しっかりと抑えていくことの重要性について参加者と考えてみたいと思いま

す。エコマップを活用しながら、なぜ子どもたちが入所となったのかを把握す

るためのアセスメントを参加者と一緒に考えたいと思います。 

 

児玉 俊郎 

 

●研究発表（11:30-12:30） 

ポスター掲示による研究発表を募集いたします。日ごろの保育における取り組み等について、

ぜひ発表をお寄せ下さい。 

 



（３）親子向けプログラム 

●親子で楽しくクッキング（10:00-12:00） 

 

お子さんを中心に楽しく料理を作ります。クッキング（料理）体験を

とおして「食べる力」「選ぶ力」「食べることの大切さ」に関心を持ち、

料理を作ることが好きになってほしいと願っています。調理をしなが

ら楽しい時間を過ごしましょう。何を作るかは、当日のおたのしみで

す。             

（担当者）西脇 泰子 
 

★対象年齢は 3歳以上です。★アレルギーなど食べられない食品がある場合は、必ず申し込みの際、

お知らせください。★用意いただくもの：エプロン、三角巾（バンダナでも OK）、手拭きタオル、

お子さんのみ調理室で履く靴（体育館シューズのようにかかとのある靴）。 

 

※事前申込みが必要です。 

お申込みの詳細につきましては、同封の「子ども向け企画」チラシをご覧ください。 
 
 

●あそびひろば（10:30-12:00／13:00-15:30） 

 本学幼児教育学科の学生たちが、ゼミの研究テーマや得意なことを活かして、親子で参加いただけ

る様々な「あそび」のコーナーをご用意します。事前のお申込みは必要ありません。ぜひご参加くだ

さい。  

 

（親子向け企画ですが、お子様連れでない保育者の先生方も、ぜひお立ち寄り下さい。） 

 
 
★音楽演奏や劇などの「はっぴょうひろば」      ★身体を動かしてあそぶ「うんどうひろば」 

 
★おもちゃなどを手作りしてあそぶ「せいさくひろば」 など 

 
 

 

（４）ご参加／お申込みについて 

●「保育者のための実践講座」 申込み締切：10/31（月） 

・別紙の申込用紙にご記入の上、ファクスまたはメールにて、下記までお送りください。（e メー

ルでお申し込みの際は、申込用紙の○e マークの項目を下記アドレスまで送信して下さい。） 

・お申込みが定員に達しなかったプログラムについては当日のお申込みもお受けします。 



●「研究発表」 要旨原稿の締切：11/10（木）必着 

・応募資格：保育・幼児教育の関係者の皆様より幅広く募集いたします 

・テーマ：保育・幼児教育・福祉等に関する諸問題、事例または実践報告など 

・発表形式：ポスター発表 

＊ポスター冒頭に、「表題」および「発表者氏名（所属機関名称）」を入れてください。 

＊ポスターボードのサイズは、1 題あたり、縦 80cm×横 120cm といたします。 

・発表時間：9：30～15：40（質疑応答時間は 11：30～12：30） 

  ・応募方法：FAXまたは E-mail で下記担当宛までご応募ください。 

＊「要旨原稿」は、A4 用紙 1 枚で作成し送信してください。その後、受領確認と発表当日の

詳細をご連絡いたします。連絡がない場合はお問い合わせください。 

＊掲示いただく「ポスター」は当日お持ちください。 

 

 

 

 
 

●託児のお申込み 

・満 1 歳以上のお子様の託児を承ります。ご希望の場合は事前に下記までご連絡ください。ただ

し、昼食時は保護者の方がお子様をお連れいただくようお願いいたします。 
 

●「親子向けプログラム」のご参加について 

・「親子で楽しくクッキング」につきましては、準備の都合上、事前のお申込みが必要です。お申

込み方法は、同封の「子ども向け企画」チラシをご覧ください。 

・「あそびひろば」につきましては、お申込みなくご参加いただけます。 

・親子向けプログラムの詳細は、同封の「子ども向け企画」チラシをご覧ください。（また本学 web

サイト上に掲載いたします。） 
 

（５）お問合わせ／お申込み連絡先 

〒500-8288 岐阜市中鶉 1-38 岐阜聖徳学園大学短期大学部「岐阜保育研究会」 

Tel 058-278-0711（岐阜キャンパス代表）058-278-4180（担当：阪田） 

Fax 058-278-4180（電話兼用）  e-mail hoiku@shotoku.ac.jp 

 岐阜保育研究会第 17 回大会は、「第 9 回岐阜オレンジリボンたすきリレー」の 

イベントリレーに参加しています。 

「研究発表」のお問合せ／応募先（担当：長川） 

TEL／FAX：058－278－4181（研究室直通） 

E-mail：nagakawa@gifu.shotoku.ac.jp 

mailto:kido.hiroe@gifu.shotoku.ac.jp

